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研究要旨 最終的に肝がん罹患のリスクを取り除くために必要な肝炎ウィル

ス検査・治療に関するコミュニケーションのあり方について、肝炎医療コーデ

ィネーターが対象者に対して「受検」「受診」「受療」を「ナッジ」（軽く背中

を押す）するために、望ましい行動を阻害する人間の心理的要因とその解決策

を行動科学（行動経済学）の観点から提示し、「ナッジ」を構築するための解

説書の作成を行った。その結果、肝炎患者・肝炎ウィルス陽性者の「受検」「受

診」「受療」という行動を「ナッジ」するためには、対象者に対して、受診し

ないことによる具体的な損失、ピア効果、受診による損失の低さ、受診による

利得の高さを提示していくことが必要であるとの結論に至った。そしてこれを

もとに、リバタリアンパターナリズムの概念からナッジを構築するポイントを

まとめた解説書を作成した。

A．研究目的 

 肝炎患者の治療行動を促すために、「受診」

行動への阻害要因を明らかにし、最終的に肝

がん罹患のリスクを取り除くために必要な肝

炎ウィルス検査・治療に関する情報提示のあ

り方について、行動科学（行動経済学）のア

プローチの観点から、これまでの普及啓発の

取組の再検討を行い、肝炎医療コーディネー

ターの必要なコミュニケーションスキルなど

について提言を行う。

昨年度までの研究では、肝炎医療コーディネ

ーターは対象者を「ナッジ」するコミュニケ

ーション・スキルを身につける必要があるこ

とを提言し、肝炎医療コーディネータの対象

者を「ナッジ」するコミュニケーションスキ

ルの具体化を行った。本年度は、望ましい行

動を阻害する人間の心理的要因とその解決策

を提示し、肝炎医療コーディーネターによる

「ナッジ」を構築するための解説書の作成を

行う。

B．研究方法 

これまでの本研究班の報告書やインタビュ

ーデータと連携研究プロジェクトである、「治

療と職業生活の両立におけるストレスマネジ

メントに関する研究」にて行った身体疾患な

らびにメンタルヘルスに関して両立・休職・

復職支援を担当する支援者対象のインタビュ

ー調査の結果を検討材料とし、肝炎医療コー

ディネーターが学ぶべき行動経済学概念につ

いて抽出し、その解説を作成した。 

C．研究結果 

 以下のように肝炎医療コーディネーターが

患者への支援の際に経験する典型的な場面に

関して行動経済学概念を用いた説明が作成さ

れた。 

① 損失回避性

肝炎と分かっていても検査を受けない患者

は、現在の生活を失う怖さが受診への積極的

な態度を阻害している。私たちが意思決定を

行う際に確実なものとわずかに不確実なもの

では確実なものを好み、利得と損失が同程度

のときには損失回避の行動をとる、というプ

ロスペクト理論に基づいて考えると、受診し

ないことによる損失の具体的説明、受診によ

る損失の低さの提示、受診による利得の高さ

の提示が必要となる。

② 現在バイアス

治療を先延ばしにする心理には、現在バイ

アスが影響している。つまり、検査を受ける

という努力をすることで得られる将来の利得

の高さより、そのまま現在の生活をそのまま

送る価値の方が高く見積もられている。そこ

で、前述同様、対象者に対し、受診しないこ

とによる具体的な損失、受診による損失の低
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さ、受診による利得の高さを提示していくこ

とが大切である。また、みんなが受診してい

るのだと説明することで受診行動の動機づけ

とするピア効果も有効と考えられる。 

③ リバタリアン・パターナリズムとナッジ

これらの治療を受療しない理由や受療する

ように促す工夫を応用して、個人の行動・選

択の自由を阻害せずにより良い結果に誘導す

るリバタリアン・パターナリズムの概念を元

に、その自発的な望ましい行動選択の仕組み

(「ナッジ」)を構造化していくことが求めら

れる。そこでナッジ構築を肝炎医療コーディ

ネーターが普段の仕事にも使えるよう、治療

説得のポイントを解説書にまとめた。具体的

には、意思決定を拒む要因をチェックし、有

効なナッジを設計、その有効性を確認するた

めのチェックリストである EAST を参考に確

認していくといったものである。

D．考察 

肝炎患者、肝炎ウィルス陽性者の「受検」

「受診」「受療」という行動を促進していくた

めには、肝炎医療コーディネーターが、行動

経済学の視点から対象者の意思決定行動を理

解し、より望ましい意思決定へと導くために

ナッジを普段の仕事においても構築すること

が求められる。本年度では、プロスペクト理

論や確証バイアスから行動を理解しそれを応

用したナッジ構築の仕方についてポイントを

まとめた解説書を作成した。これは、肝炎予

防や治療へ踏み出す望ましい行動を促進する

ことができる体系づくりの第一歩である。し

かし、その有用性はまだ検証されていないた

め、次年度以降は有用性検証も必要であると

考えられる。

E．結論 

 肝炎患者、肝炎ウィルス陽性者の「受検」

「受診」「受療」という行動を「ナッジ」する

（軽く背中を押す）ため、検査を受けないあ

るいは先延ばしにする原因にプロスペクト理

論やバイアスといった側面からアプローチし、

その解決策として、ナッジの構築を補助する

ポイントをまとめた解説書を作成した。 

F．健康危険情報 

特記すべきことなし 

G． 研究発表 
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集会，2019.10.12 兵庫
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